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　私は伝統工芸担当として、①さき織りの技術や文化の継承

活動②伝統工芸と福祉の連携③伝統工芸のＰＲやシティプロ

モーション、の三つの軸で３年間活動を行ってきました。

　伝統工芸のＰＲを行う際は、職人さんの気持ちが伝わるよ

うに、伝統工芸品を実際に手に取って触れていただけるよう

に心掛けました。地域のお母さんたちが守っているさき織り

の技術や文化の継承活動を行う際は、地域間の「横のつなが

り」、のちの世代に残す「縦のつながり」を生み出すように心

掛けました。たくさんの人たちと出会い、ご協力いただくこ

とで、伝統的なモノづくりが人と人をつなぐということを実

感した３年間でした。

　退任後もこのつながりを続けることが、私にとっての「花

巻で生きる」ことだと思っています。今後もどうぞよろしく

お願いします。
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地域おこし協力隊が退任します
　令和４年５月に着任した平川優隊員が、４

月 30日付で退任します。退任する平川隊員に

これまでの活動の振り返りを聞きました。
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■本庁（本館・新館）　〒025-8601　花城町9-30　　　　☎24-2111　思24-0259
■大 迫 総 合 支 所　〒028-3203　大迫町大迫2-51-4　☎48-2111　思48-2943
■石鳥谷総合支所　〒028-3163　石鳥谷町八幡4-161　☎45-2111　思45-3733
■東 和 総 合 支 所　〒028-0192　東和町土沢8-60　　☎42-2111　思42-3605

【お知らせ中の表記】●本＝本館　●新＝新館　■支＝全ての総合支所　■大＝大迫総合支所　■石＝石鳥谷総合支所　■東＝東和総合支所
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■�文化会館からのお知らせ

①�演劇「地雷探知犬ニーナ-NEENA-」

【期日】 ６月15日（日）

【時間】 午後２時開演（午後１時30

分開場）

【チケット】 全

席自由 一般

2,000円（当日

2 , 5 0 0円）、

高校生500円、　

中学生以下無料

【プレイガイド】 ▼文化会館 ▼な

はんプラザ ▼正時堂 ▼伊藤精 ▼砂

田屋石鳥谷店 ▼佐々長醸造 ▼チ

ケットぴあ

【発売日】 ５月１日（木）

◉バックヤードツアー

　チケット購入者のうち当日先着

15人を対象に、楽屋訪問やリハー

サルの見学を行います。

【日時】 ６月15日（日）、午後０時30

分～１時

◉トークセッション

　終演後約30分間、出演者やスタッ

フによる質問コーナーを設けま

す。参加を希望する人は終演後、

そのまま座席でお待ちください。

②気軽に子どもとクラシック

　賛
さんびおん

美音ファミリーコンサート

【期日】 ６月１日（日）

【時間】 午前10時30分開演（午前10

時開場）

【チケット】 

全席指定 一

般2,000円（当

日2,500円）、小中高生1,000円（当

日1,500円）、未就学児無料、ファ

ミリー券（一般１人、高校生以下２

人まで）2,500円（当日券なし）

【プレイガイド】 ▼文化会館 ▼な

はんプラザ ▼正時堂 ▼伊藤精 ▼砂

田屋石鳥谷店 ▼佐々長醸造

【発売日】 ４月26日（土）

①②共通

【問い合わせ・会場】 文化会館（☎
24-6511）

■�総合文化財センター企画展

　「山岳博物館とベルンドルフ

　～花が紡いだ60年のあゆみ～」

　旧山岳博物館に収蔵されていた

資料を中心に展示し、友好都市で

あるベルンドルフ市との交流の歴

史を紹介します。

【会期】 ４月26日（土）～７月６日（日）

【時間】 午前９時～午後５時

【入館料】 大人200円、高校生以下

100円（市内の小中高生は無料）

【会場・問い合わせ】 総合文化財セ

ンター（☎29-4567）

■�博物館からのお知らせ

①�テーマ展「酒造りのわざー南部

杜氏の美酒をたどるー」

　日本の伝統

的な酒造りの

一翼を担って

きた南部杜氏

の歴史、酒造

りにまつわる文化などについて、

酒造用具類を通じて紹介します。

【会期】 ４月24日（木）～６月22日（日）

【時間】 午前８時30分～午後４時

30分

【会場】 花巻市博物館

【入館料】 一般350円、高校・学生

250円、小・中学生150円

②「南部杜氏の酒造用具」無料公開

■�花きセンターまつり

【日時】 ４月26日（土）、午前10時～

午後３時

【会場】 岩手県立花きセンター（金

ケ崎町）

【内容】 

▲

花壇苗、鉢花類の展示

販売

▲

フラワーアレンジメント

の展示

▲

花き関連団体、農作物、

園芸資材、軽食などの出店ーなど

【問い合わせ】 岩手県立農業大学

校（☎0197-43-2107）

■�ぎんがのもり春まつり2025

　春の広域公園の景色と祭りをお

楽しみください。

【日時】 ５月４日（日・祝）、午前10

時～午後３時

【内容】 フリーマーケット、工作

など

※入場無料、申し込み不要です

【会場・問い合わせ】 花巻広域公園

（☎27-3586）

■青少年海外派遣研修事業

【対象】 市内在住の中学２年生

【定員】 各都市６人

【費用】 個人負担15～17万円（見込み）

【申込期限】 ５月15日（木）

【申し込み方法】 学校または花巻

期間（予定） 派遣都市

10月８日（水）～
18日（土）

オーストリア
ベルンドルフ市

10月27日（月）～
11月５日（水）

米国
ホットスプリングス市
米国
ラットランド市
米国
クリントン村

込み

※６月29日（日）に面接選考の上、

派遣生徒を決定

【問い合わせ】 花巻国際交流協会

（☎26-5833）

国際交流協会ホーム

ページから申込書な

どを取得し、所属学

校経由で下記へ申し

　石鳥谷歴史

民俗資料館の

収蔵庫に所蔵

している国指

定重要有形民

俗文化財「南部杜氏の酒造用具」を

無料公開します。

【期間】 ４月24日（木）～５月31日（土）

【会場】 石鳥谷歴史民俗資料館

【入館料】 無料

①②共通

【問い合わせ】 花巻市博物館（☎
32-1030）


